
エジプト遺跡めぐり  『カイロ・ギザ・郊外』 
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市民で賑わうカイロ・ハンハリ

ーリ市場は、観光客にも人気の

スポット。 

 

高さ 187ｍのカイロタワー。展望台からはナイルやカイ

ロ市街を一望にできます。回転展望レストランも。 

荘厳な雰囲気漂うモハメッド・

アリ・モスク。内部見学もでき

る。 

エジプト考古学博物館には、ご存じツ

タンカーメンの黄金のマスクなど煌び

やかな副葬品が展示されています。エ

ジプトを知るにはまずこの博物館は外

せません。ミイラ室もあり、かの有名

なラムセス 2 世のミイラも展示されて

います。 

カイロ市街の夜景。なかなかの美しさ。ナイルビューの

お部屋に泊まれば、このような景色が。 

ギザはカイロ市内から約１３キロに位

置するピラミッドとスフィンクスで有

名な、エジプトで人気ナンバーワンの

観光エリアです。 

スフィンクスとクフ王のピラミッド 

に隣接する太陽の船博物館 



エジプト遺跡めぐり  『カイロ・ギザ・郊外』 

 

郊外のメンフィス・サッカラ・ダハシュール  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

メンフィス          

  

 

  

  

  

  

  

            

ダハシュール 

 

 

 

ギザの郊外に位置するメンフィス、サッカラ、ダハ

シュールといったところにも、ピラミッド群や見ご

たえある遺跡群が存在する。 

ギザの郊外約１０ｋｍにあるジェセル王の階段式ピラミッド。葬祭

殿やセド祭殿なども残っていて、コンプレックスを成している。 

 

小さな崩れかけのウナス王ピラミッド。古王国時代に建てられたも

ので、当時は高さが４０ｍ以上あった。 内部はヒエログリフ文書

（ピラミッドテキスト）が残る。 

メンフィスは古王国時代の首都で、メンフィス博物館に横たわるラムセス２世の巨像やアラバスター

製のスフィンクスといった見ごたえある遺跡がある。 

ラムセス２世巨像 アラバスター製スフィンクス ラムセス２世立像 

ダハシュールはサッカラの南約４ｋｍに位置し、特徴あるピラミッド群が目を引く。一般公開された

のは１９９６年で、このあたりでは比較的新しい観光スポット。 

その他にもメイドゥムに

は崩れかけた真正ピラミ

ッドやマスタバ墳などが

ある。 

屈折ピラミッド 赤のピラミッド 


